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ESD-J の事業一覧
2006 年
開催日 活動区分 開催地 事業名 内　容 参加人数

5 月 29 日 政策 東京

第 1回 ESD 情報交換会　
～政府と市民の意見交流
ミーティング～　

開催政府や関係機関の担当者と、全国各地で
ESDを実践する市民が参加し、各省庁の ESD
関連事業の紹介や、地域での実践事例の報告
などをとおして、官・民が情報を交換。今後
の対話に向けて「顔のみえる関係」を築く

71 名

6月 14 日
　～ 15 日

国際 宮城
アジア協力対話（ACD）
第 3回環境教育推進対話

仙台市および松島町にて、アジア協力対話
（ACD）第 3回環境教育推進対話を開催。ESD
の 10 年をテーマに、アジア諸国の取組みに
ついて意見交換。日本の ESDの 10 年の実
施計画を公表。共催：外務省、仙台広域圏
RCE、ESD-J

150 名

7 月 29 日
　～ 30 日

地域 高知
ESD地域ミーティング
（地域支援プロジェクト）　

in 高知　主催：国際理解の風を創る会、共催：
ESD-J、国際協力機構四国支部（JICA 四国）、
四万十町自主研「国際理解教育部会」

50 名

8月 4日
　～ 6日　

国際 東京 AGEPP 第 1回国際会議

アジア 6ヵ国のパートナー団体からの参加者
とともに、アジアの各国で取り組まれている
さまざまな事例のなかから、ESDの視点や枠
組み、事例を共有する意義などを話し合う。
8月 4日夜には、ESD-J 会員と、各国参加者
との交流会を開く

30 名

10 月 4日 地域 東京
第 1回 ESD シナリオづくり
プロジェクト

環境教育、人権教育、福祉教育などの地球の
課題に取り組む教育分野の全国組織 9分野 14
団体の担当者が集まり、ESDを各教育のなか
で活かしていくためのシナリオづくりのプロ
ジェクト（全 5回）がスタート

18 名

10 月 21 日 地域 埼玉
ESD地域ミーティング
（地域支援プロジェクト）　
ステップ 2

関東広域圏地域ブロックミーティング in 埼玉
ESD 推進を図るコーディネーター育成のため
の地域ブロックミーティングの第一弾。主催：
持続可能な開発のための教育の 10 年さいた
ま　共催：ESD-J

25 名

10 月 22 日 地域 千葉
ESD地域ミーティング
（地域支援プロジェクト）　

in 土気（千葉市緑区）
主催：緑の環・協議会、ESD-J

49 名

11 月 1日
 ～ 2 日

政策 東京
環境省 ESD促進事業
キックオフミーティング

全国事務局：ESD-J　環境省の ESD促進事業
の開催地 10 ヵ所が決定。事業のスタートに
さいし、各地の担当者が集い、それぞれの課
題や目標を共有

46 名

11 月 6日 地域 東京
第 2回 ESD シナリオづくり
プロジェクト

人権教育と自然保護教育の未来志向タイムラ
インづくり

22 名

11 月 19 日 地域 山梨
第 3回 ESD シナリオづくり
プロジェクト

○○教育の歴史や経験を束ね、共有し、ESD
につながる「大きなシナリオ」をつくる

25 名

11 月 26 日 地域 熊本
ESD地域ミーティング
（地域支援プロジェクト）　

in 水俣　主催：熊本ネイチャーゲーム協会、
ESD-J

20 名

ESD-J カレンダー
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12 月 2 日 地域 栃木
ESD地域ミーティング
（地域支援プロジェクト）　
ステップ 2

関東広域圏地域ブロックミーティング in 栃
木　主催：宇都宮大学陣内研究室　共催：
ESD-J

22 名

12 月 7日
　・17 日

地域 岡山
ESD地域ミーティング
（地域支援プロジェクト）　
ステップ 2

ESD コーディネーター養成講座を開催　
主催：岡山市京山地区 ESD推進協議会、
共催：ESD-J

各
25 名

12 月 11 日 地域 東京
第四回 ESDシナリオづくり
プロジェクト開催

ESDの「大きなシナリオ」づくり 14 名

12 月 21 日 地域 東京
ESD地域ミーティング
（地域支援プロジェクト）　
ステップ 2

ESD-Hino ワークショップ 1を開催　
主催：ESD-Hino、共催：ESD-J

15 名

2007 年
開催日 活動区分 開催地 事業名 内　容 参加人数

1 月 17 日 地域 神奈川
ESD地域ミーティング
（地域支援プロジェクト）　
ステップ 2

関東広域圏地域ブロックミーティング in 神奈
川　主催：麻布大学村山研究室、ふちのべ塾
共催：ESD-J

15 名

1 月 20 日 地域 石川
ESD地域ミーティング
（地域支援プロジェクト）

in 石川県　主催：持続可能な社会つくり－い
しかわ、共催：ESD-J

23 名

1 月 25 日 地域 東京
ESD地域ミーティング
（地域支援プロジェクト）　
ステップ 2

ESD-Hino ワークショップ 2を開催　
主催：ESD-Hino、共催：ESD-J

15 名

1 月 28 日 地域 千葉
ESD地域ミーティング
（地域支援プロジェクト）　
ステップ 2

関東広域圏地域ブロックミーティング in 千葉
主催：ESDちばミーティング実行委員会　共
催：ESD-J

10 名

2 月 1日 地域 東京
第五回 ESDシナリオづくり
プロジェクト開催

ESDを実践する「小さなシナリオ」をつくる
ワークショップ開催

16 名

2月 3日
　～ 4日

地域 岡山
ESD地域ミーティング
（地域支援プロジェクト）　
ステップ 2

ESD フェスティバルを開催　主催：岡山市京
山地区 ESD　推進協議会、共催：ESD-J

200 名
以上

2月 10 日 地域 千葉
ESD地域ミーティング
（地域支援プロジェクト）

in 松戸を開催　主催：NPO法人コミュニティ・
コーディネーターズ・タンク、共催：ESD-J

22 名

2 月 14 日 政策 埼玉 ESD関東セミナー
ESDの実践事例の紹介や地域が活用できる
ESD促進施策を調査し、その結果を紹介

52 名

2月 15 日 政策 東京
環境省 ESD促進事業　
経験交流ミーティング

全国事務局：ESD-J　環境省の ESD促進事業
の開催地 10 ヵ所の担当者が集い、検討を続
けてきた事業内容、ESDを推進するときの課
題や工夫を共有

54 名

2月 18 日 地域 大阪
ESD地域ミーティング
（地域支援プロジェクト）

in 貝塚を開催　主催：ESDかいづかネット
ワーク準備会、共催：ESD-J

12 名

2 月 24 日 地域 岡山
ESD地域ミーティング
（地域支援プロジェクト）　
ステップ 2

ESD・環境教育円卓会議を開催　主催：岡山
県民局・岡山ユネスコ協会、共催：ESD-J

100 名

2 月 25 日 地域 福岡
ESD地域ミーティング
（地域支援プロジェクト）

in 久留米を開催　主催：NPO　法人久留米地
球市民ボランティアの会、共催：ESD-J

22 名
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2 月 25 日 地域 鹿児島
ESD地域ミーティング
（地域支援プロジェクト）

in 大野・垂水を開催　主催：鹿児島 ESD　協
議会準備会、共催：ESD-J

55 名

3 月 10 日 地域 埼玉
ESD地域ミーティング
（地域支援プロジェクト）　
ステップ 2

関東ブロックミーティングを開催　主催：関
東圏持続可能な開発のための教育の 10 年推
進ネットワーク（KEN）、共催：ESD-J

18 名

3 月 18 日 地域 東京 ESD-J 全国ミーティング
全国から ESDの担い手や ESDに関心を寄せ
るさまざまな人たちが参加。パネルブース展
示に、団体会員 28 団体が出展

130 名

3月 25 日 地域 東京
ESD地域ミーティング
（地域支援プロジェクト）　
ステップ 2

ESD-Hino シンポジウムを開催
主催 ESD-Hino、共催 ESD-J

30 名

ESD-J の運営・情報共有に関する活動一覧
2006 年

開催日 活動区分 事業名 内　容

4月 16 日 運営 ESD‐J 事務所移転

4月 26 日
～ 5月 22 日

運営 ESD-J 理事選挙
25 名の立候補者より 15 名を選出。有権者数 186 のう
ち、投票数 109（白票：1）、有効投票 109（無効：0）、
投票率 58.6%

5 月 28 日 運営 2006 年度　第 1回理事会
2005 年度の事業報告と決算、2006 年度の事業計画、
2006 年度予算、推薦理事（5名）の選出などについ
て議論

6月 15 日 情報 ESDレポート第 8号発行
特集「ESDの 10 年日本実施計画、あなたはどう読む？」
のほか、環境省の ESD支援事業の紹介など
発行：5,700 部

6 月 18 日 運営
2006 年度　通常総会
2006 年度　第 2回理事会

2005 年度事業・決算について報告。2006 年度事業計
画および予算、定款の改定などが承認される。理事会
では代表理事、副代表理事の選出、PT 体制の検討を
行う

10 月 7日 運営 2006 年度　第 3回理事会
地域で ESDの実践的な成果をあげることを重点課題
とし、その成果を国際的な連携、政策提言へ反映させ
るという中期戦略のビジョンを議論

11 月 15 日 情報 ESDレポート 9号発行
誌面リニューアル。特集「○○教育からのメッセージ」
のほか、「シリーズ学びの場をデザインする」がスター
ト。発行：5,700 部

12 月 17 日 運営 2006 年度　第 4回理事会
今年度事業の見通し、全国ミーティングの企画、来年
度事業の方針などについて議論

12 月 20 日 情報 ESDテキストブック発行
「わかる！ ESDテキストブック　シリーズ 1　基本編
未来をつくる『人』を育てよう」を発行。初版 5,000
部印刷

ESD-J カレンダー
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2007 年
開催日 活動区分 事業名 内　容

1月 15 日 情報 ESDレポート 10 号発行
特集「私と○○教育　ESDへの大きなシナリオを描
く」、「地域に学び、地域へ還す　富山高専学生・学校・
地域の学びの連鎖」など掲載。発行：5,700 部

3 月 15 日 情報 ESDレポート 11 号発行
特集「分野を超えた共育の芽　ESDへの小さなシナリ
オをつくる」や「暮らしを学びに～山村留学が子ども
と村人を自立させる」などを掲載。発行：5,700 部

3 月 17 日 運営 2006 年度　第 5回理事会 2007 年度の事業内容および、予算案について議論

ESD-J の講師派遣先一覧

2006 ～ 2007 年

依頼元 イベント名 開催日 場所 参加者数

環境パートナーシップオフィス 環境教育担当者研修 4月 24 日 東京 30 名

環境省 環境教育担当者研修 4月 25 日 東京 200 名

（社）日本消費生活アドバイザー・
コンサルタント協会

消費者環境教育研修 8月 21 日～ 23 日 千葉 35 名

文部科学省 環境教育指導者養成研修講座 9月 26 日～ 29 日 福島 55 名

中国自然の友
ESD-China（ESD 中国民間協力ネット
ワーク）ワークショップ

11 月 4日～ 6日
中国・
北京

100 名

環境省 環境省環境教育担当者研修 11 月 7日 埼玉 120 名

広島大学付属高等学校 広島大学付属高等学校研究大会 11 月 11 日 広島 80 名

東北環境パートナーシップ
オフィス（東北 EPO）

東北 EPO設立記念 ESDセミナー 11 月 15 日 岩手 25 名

大阪市教育委員会 人権教育担当者研修 11 月 28 日 大阪 10 名

文部科学省 環境教育指導者養成研修講座 11 月 15 日 広島 58 名

環境省、文部科学省 環境教育リーダー研修　基礎講座 12 月 1日 高知 50 名

ふちのべ塾 ESDをさがみはらで学ぼう 12 月 20 日 神奈川 15 名

佐世保市 ESD講演会 2月 2日 長崎 40 名

ユネスコ国内委員会
第 120 回日本ユネスコ国内委員会
オープンフォーラム

2月 28 日 東京 120 名

愛媛大学 環境 ESDシンポジウム 3月 11 日～ 12 日 愛媛 80 名

群馬県・群馬大学 多文化地域のフィールドワーク 2月 15 日 千葉 35 名
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ESD-J の共催・協力・後援事業一覧
使用
名義 日　程 ～迄 場所 事業名 参加者数 主催団体

共　

催

6月14日（水）6月 15 日（木）仙台 アジア協力対話第 3回環境教育推
進対話

約150 名 外務省、仙台広域圏
RCE

10月21日（土） 鳥取 日本環境教育学会第 18 回大会（鳥
取）プレミーティング [ 鳥取で環
境教育を語ろう」

26 名 日本環境教育学会

3月21日（水） 鹿児島 かごしま ESDフォーラム～ネイ
チャーゲーム・自然体験活動で子
どもがかわる、大人がかわる、地
域がかわる ! ～

84 名 かごしま ESDフォー
ラム

協　

力

7月 14日（月）7月 24 日（月）東京　
大阪等
7ヵ所

民衆演劇の手法で考える ESDアジ
ア太平洋交流ワークショップ

のべ
163 名

民衆演劇と ESDアジ
ア太平洋ネットワー
ク・日本委員会

4月 21日（金）12月31日（日） 言の葉さらさらプロジェクト 1368 通 言の葉さらさらプロ
ジェクト実行委員会

後　
　

援

4 月 1 日（土）3月 31 日（土）全国
8校

[ ずっと地球と生きる ] 学校プロ
ジェクト（継続）

のべ
532 名

（財）日本ユネスコ協
会連盟
読売新聞社

5月 20日（土）5月 23 日（火）東京 ヘレナ・ノーバーグ・ホッジ招聘
シンポジウム 懐かしい未来へ～ヒ
マラヤ・ラダックに学ぶ持続可能
な社会づくり

のべ
1300 名

ヘレナさん招聘実行
委員会

6月 24日（土）6月 25 日（日）岡山 中・四国環境教育ミーティング 31 名 中・四国環境教育
ネットワーク

8月 10日（木）8月 11 日（金）大阪 ESD& 多文化教育のための教材作
りに挑戦

25 名 アジア・太平洋人
権情報センター
（ヒューライツ大阪）

8月 19日（土）8月 20 日（日）東京 第 10 回学校と地域の融合教育
フォーラム 2006 in 東京

132 名 学校と地域の融合教
育研究会

10月13日（金）10月15日（日）東京
2ヵ所

環境教育シンポジウム『すべての
こどもに体験から学ぶ環境教育
を』～アメリカにおけるプロジェ
クト・ワイルドの最先端を学ぶ～

のべ
164 名

（財）公園緑地管理
財団

11月 3日（金）11 月 4日（土）東京 環境教育指導者養成アースエディ
ケーションワークショップ

22 名 NPO 当別エコロジ
カルコミュニティー

3月 7日（水） 大阪 近畿 ESDフォーラム 58 名 近畿地方環境事務
所、近畿環境パート
ナーシップオフィス

3月 17日（土）3月 18 日（日）京都 Beyond 自然教育～ ESD and How 
to teach it

のべ
55 名

NPO 地球デザイン
スクール

3月 21日（水） 名古屋 未来をつくる教育と経済～持続可
能な社会とは？ ESDの可能性～

82 名 環境省中部環境パー
トナーシップオフィス

ESD-J カレンダー
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ESD関連の記事・論文など
分
類

発行月日
・ 執筆日 記事・論文名 執筆者 

（順不同・敬省略） 掲載誌・提出先 編集 発行

新 

聞 

記 

事

2006 年
5月9～26日

手と手と手：岡山発 国際貢献 
地域で動く（13 回シリーズ）⇨ 188ページ 国際貢献取材班 山陽新聞 ー 山陽新聞社

2006 年
5 月 17 日

手と手と手：岡山発 国際貢献 
人類社会維持へ行動！！　⇨ 189ページ 国際貢献取材班 山陽新聞 ー 山陽新聞社

2006 年
5 月 17 日 四季録　教育の方向性　⇨ 190ページ 竹内よし子 愛媛新聞 ー 愛媛新聞社

2006 年
6 月 24 日 四国方式　大学講座で人材育成 国際貢献取材班 山陽新聞 ー 山陽新聞社

2006 年
7 月 16 日

ずっと地球と生きる 学校プロジェクト
水は命 ー 読売新聞 ー 読売新聞社

2006 年
7 月 17 日

ESD 推進協結成 ー国連キャンペーン
実践 清水玲子 山陽新聞 ー 山陽新聞社

2006 年
7 月 28 日

ずっと地球と生きる 学校プロジェクト
温暖化知恵で防ぐ　⇨ 191ページ ー 読売新聞 ー 読売新聞社

2006 年
9 月 5日

「銃を鍬へ」活動支援　循環型社会へ
井戸掘りも 加畑公一郎 朝日新聞 ー 朝日新聞社

2006 年 
10 月 14 日 デスクノート　つなぐ人 清水玲子 山陽新聞 ー 山陽新聞社

2006 年
11 月 23 日

持続可能な社会目指せ　アフリカ支
援の愛媛NPO代表 講演で呼び掛け 清水玲子 山陽新聞 ー 山陽新聞社

2006 年
11 月 26 日

ずっと地球と生きる 学校プロジェクト
自然との共存、身近に実践 ー 読売新聞 ー 読売新聞社

2007 年
12 月 20 日

ずっと地球と生きる 学校プロジェクト
「紙」宿る森、守ろう ー 読売新聞 ー 読売新聞社

2007 年
2 月 10 日

持続可能な開発のための教育
⇨192ページ　

ー 聖教新聞 ー 聖教新聞社

2007 年
2 月 14 日 四季録　学びと実践 竹内よし子 愛媛新聞 ー 愛媛新聞社

2007 年 
2 月 17 日 四季録　ESD 竹内よし子 愛媛新聞 ー 愛媛新聞社

2007 年 
2 月 17 日

ずっと地球と生きる 学校プロジェクト
地球が悲鳴、省エネ誓う ー 読売新聞 ー 読売新聞社

2007 年 
3 月 7 日

地域と市民の役割ー誰もが土の人・
風の人 高野孝子 朝日新聞新潟版 ー 朝日新聞社

2007 年 
3 月 9 日

ずっと地球と生きる 学校プロジェクト
小さな努力、地球守るよ ー 読売新聞 ー 読売新聞社

2007 年
3 月 16 日

途上国知り一歩行動
小さくても継続が大切 竹内よし子 愛媛新聞 ー 愛媛新聞社

2007 年 
3 月 20 日

UNDESD 環境教育計画 3年目
地域・学校で活動拡大 ー 読売新聞 ー 読売新聞社

2007 年
3 月 21 日

浦佐裸押合大祭ー地元の誇り地域の
きずな 高野孝子 朝日新聞新潟版 ー 朝日新聞社

雑 

誌

2006 年
4 月

ESD-J 全国ミーティング  エコな世界
をつくるには、教育が大切 ー Earth Guardian ー 日報アイ・ビー

2006 年
9 月

e- コミュニケーションQ&A  テーマ
「ESD」　⇨ 193ページ 村上千里 Earth Guardian ー 日報アイ・ビー

2006 年 
11 月

この人に聞く：原明子さん
　⇨ 194 ～ 195 ページ　

美澄岸子
吉川恵子 プラザ vol.167 プラザ岡山

編集室
株式会社
オークシード

2006 年
10 月

持続可能な「地域づくり」「人づくり」
に向けて ―「国連・持続可能な開発
のための教育（ESD）の 10 年」の総
合的研究中間報告

阿部治、田中治彦、
佐藤真久、小栗有
子、大島順子、降
旗信一  ほか

農村文化運動
182 号

（社）農山漁村
文化協会

（社）農山漁村
文化協会
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分
類

発行月日
・ 執筆日 記事・論文名 執筆者 

（順不同・敬省略） 掲載誌・提出先 編集 発行

雑 

誌

2007 年
1 月

学生たちが体験したたくさんの「つ
ながり」 高野孝子 行動人 ー ジェック

2007 年
3 月 豊かさを求めて 高野孝子 行動人 ー ジェック

2007 年
3 月

必要なのは体験しながら学ぶ力 ～サ
スティナビリティの実現に向けた教
育～

村上千里 環境会議 ー 宣伝会議

書 

籍 

・ 

報 

告 

書

2006 年
3 月

国連・持続可能な開発のための教育の
10 年 2005 年度事業報告書 え～やん・
すごいやん・だいじにいこか 泉北

ー ー ー
世界人権宣言
泉北 3市 1町
連絡会

2006 年
4 月

2005 年度東京学芸大学現代GP
 「多摩川エコモーション」報告書 ー ー ー

東京学芸大学
「多摩川エコモー
ション」事務局

2006 年
6 月 スズメの少子化、カラスのいじめ 安西英明 ー ソフトバンク

新書

ソフトバンク 
クリエイティブ
（株）

2006 年
7 月 地球、そこが私の仕事場 大前純一 ー ー 海象社

2006 年
9 月

人権教育テキスト 人権教育を土台に
すえた「持続可能な開発のための教
育」（ESD）を三重県から

森 実 ー （財）反差別・
人権研究所みえ 三重県

2006 年
10 月

地球体験チャレンジ : ヤップ島プロ
グラム 2006 報告書 高野孝子ほか ー NPO法人 

ECOPLUS
NPO法人 
ECOPLUS

2006 年
11 月 平和の文化 8 つのキーワード 淺川和也ほか ー 平和の文化を

きずく会 平和文化

2006 年
12 月

わかる！ ESDテキストブック　シ
リーズ 1　基本編　未来をつくる
『人』を育てよう

岩本泰ほか ー ESD-J ESD-J

2007 年
1 月

持続可能な社会と市民の役割 海外実
習「ミクロネシア連邦ヤップ」 高野孝子ほか ー NPO法人 

ECOPLUS

早稲田大学オープ
ン教育センター設
置科目「持続可能
な社会と市民の役
割」受講生一同

2007 年
2 月

小学校の授業に生きるネイチャー
ゲーム　スタート編

（社）日本ネイ
チャーゲーム協
会・体験型環境
教育研究会

ー

（社）日本ネイ
チャーゲーム協
会・体験型環境
教育研究会

（株）ネイチャー
ゲーム研究所

2007 年
2 月

「地域に根ざした教育」を考える ～
アラスカ先住民族の自然観をもとに
～ 報告書

ー ー 村橋真理 NPO法人 
ECOPLUS

2007 年
2 月 ESD 銀河リポート No.1 岩手大学 ESD推

進委員会

2007 年
3 月 ESD 銀河リポート No.2 岩手大学 ESD推

進委員会

2007 年
3 月

持続可能性に向けた教師教育の新た
な方向づけ
 ーガイドライン及び提言ー

ー ー
国立教育政策研
究所 国際研究・
協力部 監訳

（株）芳文社

2007 年
3 月

人権学習の手引き
ーハートバリアフリー宣言 ー ー 大阪市教育委員

会
大阪市教育委員
会

2007 年
3 月

学校に森をつくろう！ー子どもと地
域と地球をつなぐホリスティック教
育ー

ー ー
日本ホリスティッ
ク教育協会、今
井重孝、佐川通

せせらぎ出版

2007 年
3 月

未来へのまなざし アジア太平洋 持続
可能な開発のための教育（ESD）の
10 年

ー ー 株式会社 
クバブロ

財団法人 ユネス
コ・アジア文化
センター

ESD 関連の記事・論文など
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分
類

発行月日
・ 執筆日 記事・論文名 執筆者 

（順不同・敬省略） 掲載誌・提出先 編集 発行

書 

籍 

・ 

報 

告 

書

2007 年
3 月

Tales of Hope - Grassroots Activities 
of Education for Sustainable 
Development （ESD） in Asia and the 
Pacific

ー ー

Asia/Pacific 
Cultural Centre 
for UNESCO 
（ACCU）

Asia/Pacific 
Cultural Centre 
for UNESCO 
（ACCU）

2007 年
3 月

It's Our Only PLANET! Education for 
Sustainable Development through 
PLANET in Asia and the Pacific

ー ー

Asia/Pacific 
Cultural Centre 
for UNESCO 
（ACCU）

Asia/Pacific 
Cultural Centre 
for UNESCO 
（ACCU）

2007 年
3 月

Inamura no Hi - TSUNAMI RESCUE! 
The true story of Hamaguchi Goryo 
The Man Who Saved His Village From 
a Tsunami

ー ー

Asia/Pacific 
Cultural Centre 
for UNESCO 
（ACCU）

Asia/Pacific 
Cultural Centre 
for UNESCO 
（ACCU）

ニ 

ュ 

ー
ス 

レ 

タ 

ー

2006 年
5 月

「国連・持続可能な開発のための教育
の 10 年」にむけて ー ダッシュレター

67 号 ー NPO法人  DASH

2006 年
7 月

「未来をつくる教育」をつくる（3）ー
持続可能な開発のための教育（ESD）
推進の基盤整備ー 

村上千里 環境教育ニュー
スレター 74 号

日本環境教育
学会

日本環境教育
学会

2006 年
7 月 実践 ESD！ in 小豆島 ー わくわくニュー

スレター ー NPO法人 えひめ グ
ローバルネット ワーク

2006 年
9 月

特集「持続可能な開発のための教育
の 10 年」

地球環境基金便
り　No.23

( 独 ) 環境再生保全
機構 地球環境基金

2006 年
11 月

持続可能な開発と大気汚染公害 ～地
域再生にむけた ESDの課題 林美帆

国際人権ひろば
70 号 ー ヒューライツ

大阪2006 年
11 月

特集・「持続可能な開発と人権ー東南
アジアの現実から考える」 ー

2007 年
1 月

「未来をつくる教育」をつくる（4）
地域で進める ESDー「ESDとよなか」
の取り組みからー

井上和彦 環境教育ニュー
スレター 76 号

日本環境教育
学会

日本環境教育
学会

2007 年
3 月 ESD の取組み「気づき・学び・実践」 ー わくわくニュー

スレター ー NPO法人 えひめ グ
ローバルネット ワーク

2007 年
3 月

遺伝子組み換え作物から ESDを考え
る 岸上知三 国際人権ひろば

72 号 ー ヒューライツ
大阪

2007 年
3 月

国連「持続可能な開発のための教育
（ESD）」取り組みの強化を。 阿部治

自然保護 
2007 年 3/4 月
号（No.496）

（財）日本自然
保護協会

（財）日本自然
保護協会

2007 年
3 月

アラスカ先住民招へいプロジェクト：
「地域に根ざした教育」を考える 高野孝子 COLUMNS Vol.3 

3/4 ー 国際交流基金
日米センター

 

論 

文

2006 年
3 月

自然体験学習の思想ー experience の
理解を軸にー 降旗信一 人間と社会 16

号

東京農工大学
「人間と社会」
研究会

東京農工大学

2006 年
4 月 地域とつながる環境ボランティア 高野孝子 環境ボランティ

ア 岩井雪乃 WAVOC

2006 年
4 月

1. キャンプにおける環境教育の進め
方、2. キャンプにおける環境教育の
進め方の実際

高野孝子 キャンプディレ
クター必携

（社）日本キャ
ンプ協会指導者
養成委員会

（社）日本キャン
プ協会

2006 年
8 月

英国・エジンバラの暮らしと 環境政
策 高野孝子 早稲田大学学報 

1160 号
早稲田大学報
編集室

早稲田大学
校友会

2006 年
9 月

「持続可能な開発のための教育の 10
年」を視野に入れた森林体験学習に
よる環境教育について

關隆晴、三嶋宏、
中辻清泰、生田
享介、石川聡子、
岡崎純子、野田
文子、森実

大阪教育大学紀
要 第 V部門 第
55 巻 1号

大阪教育大学 大阪教育大学

2007 年
3 月

学習で見つけた「持続可能性」への
ヒント 高野孝子 オープン教育セ

ンターの授業 ー 早稲田大学
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2006 年 5 月 9～ 26 日（13 回シリーズ）

山陽新聞

ESD関連の記事（抜粋）
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2006 年 5 月 17 日　山陽新聞
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2006 年 5 月 17 日　愛媛新聞

2006 年 7月 28 日　読売新聞⇨

（2005 年 8月よりシリーズ）

ESD関連の記事
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2007 年 2 月 10 日　聖教新聞

ESD関連の記事
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2006 年 9 月　Earth Guardian
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2006 年 11 月　プラザ VOL.167

ESD 関連の記事
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2005年度決算報告書　（2005年 4月 1日～ 2006年 3月 31日）
収支計算書　2005 年 4 月 1日～ 2006 年 3月 31 日　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：円

I 収入の部 2005 年度実績 2005 年度予算 実績－予算
1　会費収入 2,719,000 3,200,000 -481,000

正会員 会費収入　　　（200 口） 2,020,000 2,000,000 20,000
準会員 会費収入　　　（150 人） 399,000 450,000 -51,000
賛助会員 会費収入　　（15 口） 300,000 750,000 -450,000

2　事業収入 12,925,912 12,100,000 825,912
書籍販売等 118,780 800,000 -681,220
環境省 5,250,000 5,000,000 250,000
環境 NGOと市民の集い 5,690,000 5,000,000 690,000
博覧会協会 1,339,132 1,300,000 39,132
岡山市 ESD研修 200,000 0 200,000
全国ミーティング会費 256,000 0 256,000
国際シンポ会費 72,000 0 72,000

3　補助金等収入 11,478,000 14,279,000 -2,801,000
地球環境基金収入 8,500,000 8,501,000 -1,000
国際交流基金 1,978,000 1,978,000 0
その他助成金 0 2,000,000 -2,000,000
協賛金収入（キックオフブック） 1,000,000 1,800,000 -800,000

4　寄付金収入 746,610 600,000 146,610
寄付金収入 746,610 600,000 146,610

5　雑収入 51 0 51
受取利息 51 0 51

6　借入金収入 200,000 7,000,000 -6,800,000
短期借入金収入 200,000 7,000,000 -6,800,000

7　その他の収入 646,986 0 646,986
活動報告書頒布 170,600 0 170,600
雑収入 451,386 0 451,386
棚卸資産売却収入 25,000 0 25,000

当期収入合計（A） 28,716,559 37,179,000
前期繰越収支差額 5,762,509 5,762,509
前期繰越収支差額調整額 0

収入合計（B） 34,479,068 42,941,509

II 支出の部 2005 年度実績 2005 年度予算 実績－予算
1　事業費＊ 24,891,053 21,637,000 3,254,053

情報提供事業 5,219,742 5,224,000 -4,258
研修・普及啓発事業 1,922,147 850,000 1,072,147
政策提言事業 6,508,787 3,925,000 2,583,787
地域ネットワーク事業 3,205,000 4,910,000 -1,705,000
国際ネットワーク事業 2,704,067 2,728,000 -23,933
その他事業 5,331,310 4,000,000 1,331,310

2　管理費 5,220,288 10,177,500 -4,957,212
人件費 3,033,179 7,080,000 -4,046,821
会議費 14,041 60,000 -45,959
交際費 3,570 0 3,570
都内旅費交通費 491,627 480,000 11,627
理事会等旅費交通費 0 1,200,000 -1,200,000
通信運搬費 598,744 700,000 -101,256
消耗什器備品費 185,200 100,000 85,200
消耗品費 210,847 200,000 10,847
賃借料 240,000 240,000 0
保険料 41,500 10,000 31,500
支払手数料 55,876 50,000 5,876
租税公課 19,204 5,000 14,204
支払利息 0 52,500 -52,500
税理士報酬 315,000 0 315,000
雑費 11,500 0 11,500

3　固定資産取得支出 0 0 0
什器備品購入支出 0 0 0

4　借入金返済支出 500,000 7,000,000 -6,500,000
短期借入金返済支出 500,000 7,000,000 -6,500,000

5　その他の支出 0 1,000,000 -1,000,000
予備費 0 1,000,000 -1,000,000

当期支出合計（C） 30,611,341 39,814,500
当期収支差額（A）－（C） -1,894,782 -2,635,500
次期繰越収支差額（B）－（C） 3,867,727 3,127,009

＊うち、事業人件費 4,432,921 円
・今期の決算より、人件費を事業費と管理費に分けて報告することとした（予算はすべての人件費が管理費として計上されている）。
・収支は赤字となっているが、これは小冊子作成のための助成金 220 万円が昨年の収入となっているためである。
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貸借対照表　平成 18 年 3月 31 日現在　      　　単位：円

科　　目 金　　額
I　資産の部
1 　流動資産

現金 65,894
普通預金 8,419,704
未収会費 283,000
未収金 9,310,000

当座資産（資金）計 18,078,598
たな卸資産 229,308 229,308

2 　有形固定資産
什器備品 100,675 100,675

3 　その他固定資産
出資金 45,000 45,000

資産合計 18,453,581
II　負債の部
1 　流動負債

未払金 5,139,079
前受金 9,006,412
預り金 65,380

資金計 14,210,871

短期借入金 1,300,000 1,300,000
負債合計 15,510,871

III　正味財産の部
正味財産 2,942,710
（うち当期正味財産増加額） -1,441,684

負債及び正味財産合計 18,453,581

財産目録　平成 18 年 3月 31 日現在      　　単位：円

科　　目 金　　額
I　資産の部

1 　流動資産
現金

現金手元有高 65,894
普通預金

三菱東京UFJ 銀行新宿通支店 6,121,174
郵便振替口座　新宿明治通支店 2,255,610
郵便振替口座　広尾支店 42,920

現金過不足
未収会費

正会員 220,000
準会員 63,000
賛助会員 0

未収金 9,310,000
棚卸資産

期末棚卸高（書籍在庫） 229,308
流動資産合計 18,307,906

2 　有形固定資産
パソコン 100,675 100,675

3 　その他固定資産　
未来バンク出資金 45,000 45,000
資産合計 18,453,581

II　負債の部
1 　流動負債

未払金 5,139,079
前受金 9,006,412
預り金

源泉所得税 65,380
短期借入金 1,300,000

流動負債合計 15,510,871
負債合計 15,510,871
正味財産 2,942,710
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ESD-J 2006年度事業計画
<2006 年 4 月 1 日～ 2007 年 3月 31 日 >

I.  方針

ESD-Jは、政府・地方自治体・企業・教育関連機関に対して対等な立場で政策提言および協働・連携

による活動を行うことにより、持続可能な社会の実現に向けた教育（ESD）の推進に寄与することを目

的として設立された、NGO・NPO・個人によるネットワーク組織である。ESDの内容に関しては、環境

教育や開発教育、人権教育、平和教育など、これまで多くのノウハウが蓄積されてきているが、ESDは

これらの教育活動がより有機的につながりながら、さまざまな学びの場に広がり、持続可能な地域づくり、

社会づくりに発展していくことで実現できるだろう。そしてそのためには、国際レベルおよび国レベル、

地域レベルで、人と人をつなぎ、活動と学びをつなぎ、実践と制度をつないでいく「しくみづくり」が

重要である。ESD-Jは「ESDの 10年」で、そのしくみをさまざまな関係者とともに模索し、実現するこ
とをめざしている。

設立年である 2003年度から 2005年度にかけての三年間は、ESDを推進するための基盤整備を行う
期間と位置づけ、民間レベルでの ESDに関する情報発信の基盤と、国内外の担い手のネットワーク構築

に取り組んできた。また、政府に対しては ESD推進体制の構築と実施計画の策定に関する政策提言を行っ

てきた。一方政府レベルでも 2005年度までは準備段階であったといえる。2006年 3月に「わが国にお
ける ESDの 10年実施計画」が確定し、今後行政機関・自治体などに ESDの認知・認識が高まることが
期待できるようになった。このような背景から、2006年度は官民双方において ESDの 10年の実質的な
スタートの年となる。

ESD-Jは 2006年からの 3年間を、国および地域レベルの「ESD推進に必要な支援を提供できるしくみ」
を模索し、そのビジョンを形成するための期間とし、国際的視点を踏まえつつ以下の方針で事業に取り

組む。

① 政府による国内実施計画の実効性を担保するために各ステークホルダーと連携しながら、よりよい国レベ

ルの推進体制を提案・創造する。

② 地域の先進事例からの学びを通じて、「ESDを推進する地域のしくみ」のモデルを地域とともに模索・創

造する。

③ 地域の取組み段階に応じた支援メニューを開発・提供しつつ、全国レベルでの「ESD推進のしくみ」を

提案し実現に努める。

④ 「ESDを推進するしくみ」に必要な人材の養成に取り組む

⑤ 教育の担い手に対し、ESDへの理解を広める

⑥ ESDの推進につながるあらゆる事業を、さまざまなテーマで活動するNPOをはじめ、行政・企業・教

育機関など、多様な主体との対話や協働をとおして実施する

またこれらの活動を支えるため、事務所スペースの確保、スタッフ体制の充実など、事務局の強化を

すすめていく。
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II. 事業の内容

＊以下は事業ごとに区分したものであり、プロジェクトチーム区分に対応するものではない

★は新規事業

1. 地域ネットワークの形成および交流支援事業

地域の ESDの担い手をネットワークすることを目的に、2003年から全国47都道府県での地域ミーティ
ング開催をめざし、これまで 27都道府県 32地域で実施してきた。2006年度は引き続き未開催地に対
し「ESD地域ミーティング」の開催を積極的に働きかけるとともに、既開催地の次のステップを支援す

る枠組みをつくる。

また、さまざまなテーマで教育活動に取り組んでいる NPOとの協働で、すでにある教育活動を ESD

的に発展させていくためのシナリオづくりに取組み、シナリオ集を発行する。

1） 地域の ESDサポート事業
  ・第一ステップ =地域ミーティングの開催支援（公募）

  ・第二ステップ =「ESD推進のしくみづくり」につながる企画の支援（公募）

2） 地域の実践交流セミナー（全国ミーティング）の開催
3） ESD実践シナリオの作成 ★

2. 政策提言および調査研究事業

「わが国における ESDの 10年実施計画」は ESD推進の方向性は示しているものの、具体的な達成目
標やそのための実施体制などの検討がなされていない。また、政府の事業のほとんどが現行事業の読み

替えであり、ESDの 10年を必ずしも反映していない。とくに重要な評価・モニタリングについては中間
年に向けた評価指標も示していない。これらを官民協働でつくっていくための推進体制を提案していく

と同時に、さまざまな主体とともに「官民協働による ESDを推進するしくみ」のビジョンづくりに取り

組む。また、環境省の ESDモデル事業に参画し、よい事例づくりの支援に取り組むことをとおして、全

国事務局として必要な機能を整えていく。さらに、各省庁の ESD関連事業推進のための政策提言や、自

治体などの ESDの 10年推進実施計画の策定支援にも取り組む。
1） 「官民協働による ESDを推進するしくみ」のビジョンづくり
  ・政府や企業などとの「ESD対話ミーティング」の実施

  ・各省庁の ESD関連事業推進のための政策提言

2） 環境省 ESDモデル事業（全国事務局） ★
3） 自治体のなどの ESDの10年推進実施計画の策定を支援する ★

3. 研修および普及啓発事業

ESDの認知度を高めるため、さまざまな機関や主体とともに、ESDのセミナーや勉強会などを開催する。

また要請に応じ出前講座を実施するとともに、ESDコーディネーターの養成研修の開発と実施に取り組

む。
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1） 関係機関や企業などとの共催によるセミナーの開催
2） 出前講座・研修・ワークショップの開催
3） ESDコーディネーター養成研修の開発・実施 ★

4. 情報収集・提供および出版事業

行政機関・自治体をはじめ、さまざまな主体に ESDが紹介されていくさいに、ESD-Jなどが行ってき

たこれまでの議論が反映された情報・考え方が広がるよう、これまで作成してきた媒体を活用しつつ、

さらなる情報発信に努める。また、情報発信の担い手が活用しやすいテキスト作成に取り組む。

1） 日英ウェブサイトの充実
2） 「ESDレポート」の継続発行
  季刊、A4版、8ページ、各 6000部
3） ESDブックレット「ESD-J2006活動報告書」の発行
  地域実践シナリオ作成事業での成果を中心に作成する

4） 「ESDの10年」研修用テキストブックの制作・販売 ★
  A5版、48ページ、2000冊、販売予定価格 500円
5）ESD関連書籍の販売

5. 国際ネットワーク推進事業

国際ネットワークプロジェクトチームとしての運営体制の基礎整備をしてきた 3ヵ年の活動をもとに、
パートナーとなれる /なる相手の国（団体）がみえてきたことをふまえ、2006年度は実践期の 1年目と
して動いていく。具体的には、アジア各国の ESD実践の情報と事例の収集と共有をすすめつつ、アジア

をベースとしたネットワークづくりの構築と実践への足がかりを積みあげていく。

1） アジア ESD推進事業 ★
  アジア地域における ESD事例共同調査と 6ヵ国語ウェブサイトの立ちあげ
2） ESD-AP設立支援 ★
3） 海外の動きを国内へ、国内の動きを海外へ発信する

6. その他の事業

1） 地球環境基金「環境 NGOと市民の集い」
  学生・教育機関・団塊世代との連携をテーマに秋に 3回実施予定。各回、学生の環境 NGO 
 やボランティアサポートに取り組む団体との協働で行う。

2006 年度事業計画
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III. 実施体制

1. 役員等

<理事 >

代表理事 阿部治

副代表理事 池田満之、重政子、竹内よし子

理事 淺川和也、伊藤通子、岩崎裕保、大島順子、大前純一、清水悟、新海洋子、

  杦本育生、関口悦子、世古一穂、辻英之、降旗信一、前川実、宮崎稔、森良、

  山本幹彦

<監事 >

浅見哲、吉岡睦子

<顧問 >

池田香代子、岡島成行、廣野良吉、坂本尚、CWニコル、松浦晃一郎、水野憲一、三隅佳子

2. 事業実施体制

地域ネットワークの形成および交流支援事業 ………  地域ネットワークPT（リーダー：森良）

政策提言および調査研究事業 ………………………  政策提言 PT（リーダー：池田満之）

研修および普及啓発事業 ……………………………  研修事業 PT（リーダー：世古一穂）

情報収集・提供および出版事業 ……………………  情報共有 PT（リーダー：清水悟）

国際ネットワーク推進事業 …………………………  国際ネットワークPT（リーダー：大島順子）

その他の事業 …………………………………………  事務局

3. 組織基盤強化担当

広報 PT （リーダー：大前純一）

財政基盤強化 PT（リーダー：重政子）

4. 事務局

事務局長：村上千里

スタッフ （常　勤） 佐々木雅一 

  （非常勤） 野口扶弥子、渡辺いずみ、二宮リムさち
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I　収入の部 2006 予算 2005 実績 差異
1 会費収入 3,240,000 2,719,000 521,000

正会員 会費収入　　（220 口） 2,200,000 2,020,000 180,000
準会員 会費収入　　（180 人） 540,000 399,000 141,000
賛助会員 会費収入　（10 口） 500,000 300,000 200,000

2 事業収入 19,000,000 12,925,912 6,074,088
書籍販売等 200,000 118780 81,220
環境省 12,000,000 5,250,000 6,750,000
環境 NGOと市民の集い 5,500,000 5,690,000 -190,000
研修収入 1,000,000 200,000 800,000
イベント収入 300,000 328,000 -28,000
その他事業 1,339,132 -1,339,132

3 助成金等収入 16,812,412 11,478,000 5,334,412
地球環境基金収入 8,000,000 8,500,000 -500,000
その他助成金 1,978,000 -1,978,000
松下マッチング基金 1,000,000 1,000,000
トヨタ G500 環境基金 7,812,412 7,812,412
協賛金収入 0 1,000,000 -1,000,000

4 寄付金収入 700,000 746,610 -46,610
寄付金収入 700,000 746,610 -46,610

5 雑収入 0 51 -51
受取利息 0 51 -51

6 借入金収入 8,000,000 200,000 7,800,000
短期借入金収入 8,000,000 200,000 7,800,000

7 その他の収入 350,000 646,986 -296,986
活動報告書・テキスト頒布 350,000 170,600 179,400
雑収入 0 451,386 -451,386
棚卸資産売却収入 25,000

当期収入合計（A） 48,102,412 28,716,559 19,385,853
前期繰越収支差額 3,895,227 5,762,509
前期繰越収支差額調整額 0 0

収入合計（B） 51,997,639 34,479,068

II 支出の部 2006 年度予算 2005 実績 差異
1 事業費＊ 30,630,000 24,891,053 5,738,947

情報提供事業 3,820,000 5219742
研修・普及啓発事業 1,020,000 1922147
政策提言事業 8,820,000 6508787
地域ネットワーク事業 5,090,000 3205000
国際ネットワーク事業 6,400,000 2704067
その他事業 5,480,000 5331310

2 管理費 9,110,000 5,220,288 3,889,712
人件費 3,400,000 3033179 366,821
保険料 950,000 41500 908,500
理事報酬 120,000 120,000
会議費 30,000 14041 15,959
交際費 0 3570 -3,570
都内旅費交通費 600,000 491627 108,373
理事会等旅費交通費 100,000 0 100,000
通信運搬費 700,000 598744 101,256
消耗什器備品費 100,000 185200 -85,200
消耗品費 200,000 210847 -10,847
賃借料 1,250,000 240000 1,010,000
支払手数料 300,000 55876 244,124
租税公課 800,000 19204 780,796
支払利息 100,000 0 100,000
税理士報酬 460,000 315000 145,000
雑費 11500 -11,500

3 固定資産取得支出 0 0 0
什器備品購入支出 0 0 0

4 借入金返済支出 1,500,000 500,000 1,000,000
短期借入金返済支出 1,500,000 500,000 1,000,000

5 その他の支出 300,000 0 300,000
予備費 300,000 0 300,000

当期支出合計（C） 41,540,000 30,611,341 10,928,659
当期収支差額（A）-（C） 6,562,412 -1,894,782
次期繰越収支差額（B）-（C） 10,457,639 3,867,727

2006年度予算　（2006年 4月 1日～ 2007年 3月 31日）

＊うち、事業人件費 :5,280,000 円
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代表理事 阿部 治 社団法人 日本環境教育フォーラム
 
副代表理事 池田 満之 岡山ユネスコ協会 

重 政子 特定非営利活動法人 自然体験活動推進協議会 
竹内 よし子 特定非営利活動法人 えひめグローバルネットワーク

 
理　事　 淺川 和也 ハーグ平和アピール平和教育地球キャンペーン

伊藤 通子 特定非営利活動法人 エコテクノロジー研究会
岩崎 裕保 帝塚山学院大学国際理解研究所 
大島 順子 社団法人 日本ネイチャーゲーム協会 
大前 純一 特定非営利活動法人 ECOPLUS
清水 悟 社団法人 農山漁村文化協会 
新海 洋子 エコプラットフォーム東海 
杦本 育生 特定非営利活動法人 環境市民 
関口 悦子 地球環境・女性連絡会
世古 一穂 特定非営利活動法人 NPO研修・情報センター
辻 英之 特定非営利活動法人 グリーンウッド自然体験教育センター 
降旗 信一  
前川 実 財団法人 アジア・太平洋人権情報センター 
宮崎 稔 習志野市立鷺沼小学校 /学校と地域の融合教育研究会 
森 良 特定非営利活動法人 エコ・コミュニケーションセンター
山本 幹彦 特定非営利活動法人 当別エコロジカルコミュニティー

監　事 浅見 哲 税理士浅見哲事務所 
吉岡 睦子 吉岡睦子法律事務所 

顧　問 池田 香代子 ドイツ文学翻訳家・口承文芸研究家
岡島 成行 社団法人 日本環境教育フォーラム 理事長
坂本 尚 社団法人 農山漁村文化協会 専務理事
CWニコル 作家
廣野 良吉 成蹊大学名誉教授 
松浦 晃一郎 国連教育科学文化機関（UNESCO）事務局長
三隅 佳子 財団法人 アジア女性交流・研究フォーラム 理事長
水野 憲一 TVE ジャパン

事務局長 村上 千里

※ 現役員の任期は、2008 年 6月の総会までです　
※ 顧問および事務局長は役員ではありません

役員・顧問等名簿
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団体正会員一覧     （2007年 3月 31日現在　計 94団体）

（財）アジア女性交流・研究フォーラム
（財）アジア・太平洋人権情報センター（ヒューライツ大阪）
（財）オイスカ
（財）キープ協会
（財）京都ユースホステル協会
（財）日本環境協会
（財）日本自然保護協会
（財）日本野鳥の会
（財）日本ユニセフ協会
（財）日本 YMCA同盟
（財）ボーイスカウト日本連盟
（財）ユネスコ・アジア文化センター
（社）ガールスカウト日本連盟
（社）日本環境教育フォーラム
（社）日本ネイチャーゲーム協会
（社）日本ユネスコ協会連盟
（社）農山漁村文化協会
（社）部落解放・人権研究所
学校法人 日本自然環境専門学校
国立大学法人 岩手大学
国立大学法人 筑波大学 農林技術センター
国立大学法人 北海道大学
NPO法人 いきいき小豆島
NPO法人 岩木山自然学校
NPO法人 エコ・コミュニケーションセンター（ECOM）
NPO法人 ECOPLUS 
NPO 法人 NPO研修・情報センター
NPO法人 えひめグローバルネットワーク
NPO法人 オーシャンファミリー海洋自然体験センター
NPO法人 開発教育協会
NPO法人 環境市民
NPO法人 環境文化のための対話研究所
NPO法人 環境まちづくりネット
NPO法人 キーパーソン 21
NPO法人 くすの木自然館
NPO法人 国頭ツーリズム協会
NPO法人 グリーンウッド自然体験教育センター
NPO法人 久留米地球市民ボランティアの会
NPO法人 国際自然大学校
NPO法人 コミネット協会
NPO法人 サイカチネイチャークラブ
NPO法人 しずおか環境教育研究会（エコエデュ）
NPO法人 自然育児友の会
NPO法人 自然体験活動推進協議会
NPO法人 持続可能な社会をつくる元気ネット
NPO法人 白神自然学校一ツ森校
NPO法人 ダッシュ

NPO法人 生態教育センター
NPO法人 タブラ ラサ
NPO法人 地球環境と大気汚染を考える全国市民会議（CASA）
NPO法人 地球と未来の環境基金
NPO法人 当別エコロジカルコミュニティー
NPO法人 奈良県民環境ネットワーク
NPO法人 ほっとねっと
NPO法人 ボランティア・市民活動学習推進センターいたばし
NPO法人 やまぼうし自然学校
NPO法人 ADP 委員会
アースビジョン組織委員会
ESDin 三重
ESD 未来教育研究会
エコテクノロジー研究会
エコプラットフォーム東海
OAK HILLS （オークヒルズ）
岡山市役所 環境保全課
岡山ユネスコ協会
環境NGOアジア環境連帯
環境・国際研究会
くりこま高原自然学校
こくさいこどもフォーラム岡山
国際理解の風を創る会
「心のアラスカ」～星野道夫の思いを繋ぐ
識字・日本語連絡会
自然文化国際交流協会
持続可能な開発のための教育の 10年酪農学園大学委員会（ESD-R）
森林たくみ塾
スリーヒルズ・アソシエイツ
世界女性会議岡山連絡会
全国学校給食協会
仙台いぐね研究会
創価学会平和委員会
地球環境・女性連絡会（GENKI）
地球環境を守る会「リーフ」
TVE ジャパン
帝塚山学院大学国際理解研究所
とやま国際理解教育研究会
日本アウトドアネットワーク
日本環境ジャーナリストの会
日本ホリスティック教育協会
ハーグ平和アピール平和教育地球キャンペーン（GCPEJ）
ホールアース自然学校
緑の環・協議会
立教大学 東アジア地域環境問題研究所
有限会社 （有）バースセンス研究所
有限会社 （有）プラス・サーキュレーションジャパン
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